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1 取水設備（非常用の冷却用海水を確保する構築物に限る。） 

 a. 海水貯留堰 

 b. スクリーン室 

 c. 取水路 

 d. 補機冷却用海水取水路 

 e. 補機冷却用海水取水槽 
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 7 非常用取水設備 

  1 取水設備（非常用の冷却用海水を確保する構築物に限る。）の名称，種類，容量，主要寸法，

材料及び個数 

 a. 海水貯留堰 

 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

海水貯留堰*1 

（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

種 類 ― 貯留堰 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 39498＊3 

横 mm 92289＊3 

高 さ mm 2000＊3，＊5 

材 料 ― SKY490 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：その他発電用原子炉の附属施設のうち浸水防護施設と兼用。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。  

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：海水貯留堰天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）。 
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 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

海水貯留堰*1 

（6号機設備，重大事故等時のみ 

6,7号機共用） 

種 類 ― 貯留堰 

容 量 m3 2880以上＊2（10000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 39504＊3 

横 mm 92643＊3 

高 さ mm 2000＊3，＊5 

材 料 ― SKY490 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：その他発電用原子炉の附属施設のうち浸水防護施設と兼用。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰（6

号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機冷却用海水取水

路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設備）で確保する

必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰（6号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機

冷却用海水取水路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設

備）で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：海水貯留堰（6号機設備）天端高さ（T.M.S.L.－3500mm）。 
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 b. スクリーン室 

 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

スクリーン室＊1 

（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

種 類 ― 鉄筋コンクリート函渠 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 23100＊3 

横 mm 45500＊3 

高 さ mm 7600＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

スクリーン室＊1 

（6号機設備，重大事故等時のみ 

6,7号機共用） 

種 類 ― 鉄筋コンクリート函渠 

容 量 m3 2880以上＊2（10000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 23100＊3 

横 mm 45500＊3 

高 さ mm 7600＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰（6

号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機冷却用海水取水

路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設備）で確保する

必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰（6号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機

冷却用海水取水路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設

備）で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 c. 取水路 

 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

取水路＊1 

（重大事故等時のみ 6,7号機共用） 

種 類 ― 鉄筋コンクリート函渠 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 127350＊3 

横 mm 
長辺 45500＊3 

短辺 14600＊3 

高 さ mm 6900＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

取水路＊1 

（6号機設備，重大事故等時のみ 6,7

号機共用） 

種 類 ― 鉄筋コンクリート函渠 

容 量 m3 2880以上＊2（10000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 127350＊3 

横 mm 
長辺 45500＊3 

短辺 14600＊3 

高 さ mm 6900＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰（6

号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機冷却用海水取水

路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設備）で確保する

必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰（6号機設備），スクリーン室（6号機設備），取水路（6号機設備），補機

冷却用海水取水路（6号機設備）及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，(C)（6号機設

備）で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 d. 補機冷却用海水取水路 

 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

補機冷却用海水取水路＊1 

種 類 ― 鉄筋コンクリート函渠 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

た て mm 
北側 21738＊3 

南側 22194＊3 

横 mm 
北側 13650＊3 

南側 17900＊3 

高 さ mm 
北側 3200＊3，＊5 

南側 3200＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 e. 補機冷却用海水取水槽 

 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

補機冷却用海水取水槽(A)＊1 

種 類 ― 鉄筋コンクリート取水槽 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

奥 行 き mm 4750＊3 

幅 mm 7300＊3 

高 さ mm 12100＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

補機冷却用海水取水槽(B)＊1 

種 類 ― 鉄筋コンクリート取水槽 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

奥 行 き mm 4750＊3 

幅 mm 7400＊3 

高 さ mm 12100＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名    称 

― 

補機冷却用海水取水槽(C)＊1 

種 類 ― 鉄筋コンクリート取水槽 

容 量 m3 2880以上＊2（8000＊3，＊4） 

主

要

寸

法 

奥 行 き mm 4750＊3 

幅 mm 6450＊3 

高 さ mm 12100＊3，＊5 

材 料 ― 鉄筋コンクリート 

個 数 ― 1 

 注記＊1 ：本設備は既存の設備である。 

   ＊2 ：引き波時に原子炉補機冷却海水ポンプの継続運転に必要な水量であり，海水貯留堰，

スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水槽(A)，(B)，

(C)で確保する必要がある水量の合計値を示す。 

   ＊3 ：公称値を示す。 

   ＊4 ：海水貯留堰，スクリーン室，取水路，補機冷却用海水取水路及び補機冷却用海水取水

槽(A)，(B)，(C)で確保する水量の合計値を示す。 

   ＊5 ：最大高さ（最大内法高さ）を示す。 

 

 

 






